
想い 「取りかかってみる」

鹿児島県総合教育センター
次長 荒田 明彦

仕事が立て込んでくると，いろいろああだこう
だと思い悩むばかりで一向にはかどらない。その
間に他の仕事も舞い込んできて，挙げ句の果ては
お手上げ状態。そんな時はとにかく少しでもいい
から「取りかかってみる」，あるいは少しだけ
「人にお願いしてみる」。そうすると不思議と気
分が楽になって，気が付けばあれよあれよと物事
が進んでいく。そういった経験が皆さんにはあり
ませんか。
ところで，新型コロナウイルス感染症の影響で，

同じ場所に集まって様々な情報交換を行うという
場面が少なくなりました。当教育センターの事業
でも，感染症への対応として，研修講座等の時間
短縮や会場の分散，オンラインやオンデマンド配
信により実施若しくはやむを得ず中止となったも
のもありました。最近になってやっと集合しての
研修等が実施できるようになり，参加者からは，
同じ場所に集まり，その場の雰囲気，風の匂いや
空気感などを共有しながら，コミュニケーション
がとれて良かったとの声が多く聞かれます。

特に新規採用の教職員の皆様にあっては，同期
採用の方と直接会って，いろいろと日頃の思いを
語り合いたかったと感じている方が多いのではな
いでしょうか。
教育センターでは，オンラインでの研修等も引

き続き活用しながら，教職員の皆様の研修機会の
確保と負担軽減といった観点を踏まえ，集合によ
る研修も含めて効果的な実施方法を今後も検討し
ていくこととしています。
学校では，感染症にも配慮しつつ，ICTの活用

など今後も様々な業務を推進していかれることと
思いますが，冒頭に述べたような状況になりそう
な時は，とにかく少しでもいいから「取りかかっ
てみる」。人との交流が希薄になりがちな昨今の
状況でありますが，上司や同僚などにいつもより
「少し多めに頼って」みてもいいかもしれません。
教育センターでもGIGAスクール構想に係る「土
曜講座」など，オンラインでの参加が可能な講座
も開催していますので，「取りかかってみる」気
持ちで気軽に参加していただけたらと思います。
と言いつつ，「取りかかってみる」を自分に言

い聞かせながら，人にお願いして過ごしている今
日この頃です。
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－令和３年度後期短期研修の様子から－

一人一人の子供
を主語にする

学校教育へ



中央教育審議会答申においては，2020年代を通じて実現を目指す新しい時代を見
据えた学校教育「令和の日本型学校教育」の姿として，多様な子供たちを誰一人取
り残すことのない個別最適な学びの実現や，これまでも重視されてきた協働的な学
びとを一体的に充実することを目指した方向性が示されています。

教育センターの提携校となって４年目となります。
〔鹿 屋 小〕豊かな未来を切り拓く子供の育成
授 業：国語，算数，外国語，特別支援教育
✏子供の学びの事実に基づいた授業研究の在り方を
提案します。

〔鹿 屋 中〕主体的・対話的で深い学びに向かう集団づく
り－生徒と共に取り組む授業改善と学力定着
を目指して－

授 業：社会，数学，外国語
✏生徒会活動等を含め，主体的な学びについて一緒
に考えます。

研究提携校研究公開

オープン・スクールin鹿屋小・中学校の開催
（予告）令和４年２月10日（木）

・令和３年11月12日（金）
・集合研修（授業，授業
研究,講演）

・「自分の問い」づくり，
学び合い，振り返りな
どの場面で学びの価値
を実感する研究発表

鹿児島市立山下小学校

・令和３年10月15日（金）
・集合研修とオンライン研修
・自ら学び自ら考える子供の育成を目指して複式
学習指導で実施

・所長挨拶は当センターからオンラインでの配信

奄美市立宇宿小学校

・令和３年10月20日（水）
・集合研修（授業，授業研究，講演）
・生徒が自らの学習のエージェント（一人一人の生
徒が学びの主体となること）となる授業デザイン

鹿児島市立吉田南中学校

・令和３年11月５日（金）
・集合研修（授業，授業研究）
・教科等横断的な視点からの
学びの実現を目指した研究
発表

県立松陽高等学校

・令和３年12月１日（水）から12月14日（火）まで
オンデマンド（動画）配信による公開【小学部・中
学部・高等部】

・研究授業を５台のカメラ等で撮影・編集

県立出水養護学校

当センターではこれからの時代を生きる児童生徒に必要な資質・能力の育成につ
ながる研究を各研究提携校で進めています。今年度すでに実施した提携校５校の研
究公開の様子を紹介します。２校は２月に実施予定です。



問合せ先 教科教育研修課 ☎ 099-294-2313

【Webページの内容】
・動画（30分）の解説
・パワーポイント資料掲載
・高等学校学習評価の「指導資料」掲載
・生徒・保護者への「通知文書案」掲載
※ 全てダウンロードできます。

「高等学校 学習評価について」のＷｅｂページの一部

指導資料 学習評価の一部

小・中学校の「指導と評
価の一体化」に関する学習
評価についての解説をＱ＆
Ａ形式で掲載しています。参
考にしてください。
学習指導要領の内容につ
いても校種や教科毎にＱ＆
Ａ形式で解説しています。併
せてご活用ください。

学習指導要領解説Ｑ＆ＡのＷｅｂページ

学習評価Ｑ＆ＡのＷｅｂページ

学習指導要領解説Ｑ＆Ａ，学
習評価Ｑ＆ＡのWebページは，
二次元コードから。

高等学校 学習評価
のＷｅｂページは，
二次元コードから。

Webページには，
高等学校の学習評価
に関する基本的な考
え方についてＱ＆Ａ
形式等で示していま
す。「指導資料 高
等学校における学習
評価の改善・充実に
向けてⅢ」参照

高等学校 学習評価

小・中学校学習評価のWebページ

高等学校及び特別支援学校高等部においては，新しい学習指導要領が令和４年度
から年次進行で実施されます。
「カリキュラムセンター」である教育センターでは，学校教育に関する課題の解

決に向けて，相談したり調べたりすることができるよう，様々な教育資料を準備し，
Ｗebサイトに掲載しています。今回「教育情報提供（カリキュラムセンター）」の
「学習評価」に「高等学校」のページが新たに加わりました。どうぞご覧ください。

高等学校 学習評価について

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/curriculum/hyouka/kannren/hs/top.html
http://www.edu.pref.kagoshima.jp/research/research/kaitei/syotyugakkou/top.html


〒891-1393 鹿児島市宮之浦町862

鹿児島県総合教育センター
所報「大原台171号」

調査研究発表会 オンライン実施
令和４年１月28日（金）１０：３０～１６：００
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《 日 程 》

10:00  10:30  10:40 11:00  11:30 12:00  12:10  13:10 13:40 15:50 16:00

○ 独立行政法人教職員支援機構理事長 荒瀬 克己 氏 による講演（オンデマンド配信）
演題「鹿児島県における『令和の日本型学校教育』の構築に向けて（仮）」

○ 最新の調査研究の成果を，理論と実践の両面から学べます。
○ 終日オンラインによる研修となります。（午前，午後の受講も可能）
※ 申込みについては別途案内します。

参加申込み締め切り後に，決定通知（ＩＤ，パスコード）
の返送をします。

《全体会 各課研究主題》
調査報告【教職研修課】
「教職員の連携協働力を高める取組ー校内研修プランの作
成と実践を通してー」
研究発表Ⅰ【情報教育研修課】
「１人１台端末時代における授業デザインー『GIGAスクール
構想』の実現による学びのイノベーションー」
研究発表Ⅱ【特別支援教育研修課】
「校内外における指導・支援の接続に関する研究ー特別な
配慮が必要な児童生徒に焦点を当ててー」

《分科会》
第１分科会 国語科
第２分科会 社会，地理歴史，公民科
第３分科会 算数，数学科
第４分科会 理科
第５分科会 外国語活動，外国語科
第６分科会 情報教育
第７分科会 特別支援教育
第８分科会 教育相談

問合せ先 企画課 ☎ 099-294-2312

申込みは二次元コードから。
【Web申込み期間】
１２／20（月）まで

教育センターでの対面相談
当センターでは，対面での来

所相談を受け付けています。事
前に電話での予約が必要です。
（原則として保護者同伴です。）

月～金曜日
午前８時30分～午後５時
０９９－２９４－２７８８
※祝日，年末年始を除きます。

開

会

行

事

かごしま教育ホットライン２４
いじめ・不登校・親子関係や

特別支援教育に関わることにつ
いて，２４時間いつでも相談に
応じます。
※相談対象は県内の幼児児童生徒及びその保護者，教職員等です。

電話番号
０１２０－７８３－５７４
０１２０－０－７８３１０
０９９－２９４－２２００

教育センターでは子供の教育に関する相談を受け付けています。

https://docs.google.com/forms/d/19pX8n79EOV6K7r1-9uOQerVx0FmaiH5OhTZre5bWgXk/edit
http://www.edu.pref.kagoshima.jp/

